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亡は観察打ち切りとした。発症後28 日までを短期とし，その時点の転帰が不明であった 2 人を除く 308
人について，平均40.8か月追跡を行った。
短期(発症後28日未満)と長期(発症後28日以後)のそれぞれにおいて，梗塞の既往の有無別梗塞部
位別の生存率を Kaplan-Meier 法を用いて求め， logrank test により検定を行った。さらに性，年齢，


















2. 短期(発症後28 日未満)の生存率は88%であり 短期の生存者について求めた長期(発症後28 日以
後)の生存率は， 1 年後95% ， 5 年後91%であった。
3. 短期の予後は梗塞部位と有意な関連を示し梗塞の既往の有無とは有意な関連を示さなかった。
4. 長期の予後は梗塞の既往の有無と有意な関連を示し梗塞部位とは有意な関連を示さなかった。
論文審査の結果の要旨
急性心筋梗塞の予後を規定する要因に関して，わが国では一定地域住民を対象にした報告は行われて
いなし 1。本研究は大都市の急性心筋梗塞患者が集中して治療を受ける中核病院において，市内在住患者
の予後調査を行い，発症後28 日の時点で分けた短期，長期の予後に対する，梗塞の既往，梗塞部位の影
響を明らかにしようとしたものである。その結果，短期においては梗塞部位が梗塞の既往の有無より強
く予後に影響しており，長期においては梗塞の既往の有無が梗塞部位より強く予後に影響していること
が明らかとなった。
この成果はわが国の虚血s性心疾患の病態について，新たな知見を示したものであり，学位に値すると
考える O
